
第２０回院内集会 

２０１2.10.11. 

１） 今､やろうとしていること       ： 山田恭暉理事長 

２） 福島原発をどうする             ： 谷岡郁子参議院議員(みどりの風) 

３） 9-10月の活動報告           ： 家森健監事 

４） 川内村復興･帰還支援活動  ： 塩谷亘弘副理事長 

５） 請願署名活動について     ： 岡本達思行動隊員 

６） 原発ウォッチャー報告      ： 高山和彦行動隊員 

【議事内容】 
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 ９月-10月の主な活動ご報告  

１ 

主な活動内容 月日 場所 

諮問委員会 9/3 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

川内村帰還事業支援実施本部会議 9/5 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

第19回院内集会＋加藤尚武氏講演 9/6 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

第51回ＳＶＣＦ連絡会 9/7 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

東京電力本社アクションプログラム会議 9/7 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

川内村役場：副村長と交渉･仮設住宅訪問･チラシ配布 9/10 川内村（福島・双葉郡） 

郡山仮設住宅：チラシ配布 9/12 郡山仮設住宅（福島・郡山市） 

第1回請願署名活動pj会議             9/14 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

第52回ＳＶＣＦ連絡会 9/14 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

東京電力本社アクション：要望書提出 9/14 東電本社(東京・中央区) 

川内村復興支援・チラシポスティング 9/23 四倉・小名浜(福島・いわき市） 

子ども夢基金アプローチｐｊ会議 9/27 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

谷岡郁子参議院議員面談 9/27 谷岡郁子事務所（東京・永田町） 

第53回ＳＶＣＦ連絡会 9/21 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

アーニー･ガンダーセン博士面談 9/5 ＫＫＲホテル（東京・千代田区） 

院内集会予告ポスティング 9/4 衆参議院議員会館（東京・千代田区） 

第54回ＳＶＣＦ連絡会 9/28 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

安全委員会 9/28 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

ＳＶＣＦ通信（＆賛助会員会費支払願い）発送作業 9/28 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 



２ 

主な活動内容 月日 場所 

東京電力本社アクション： 9/28 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

Mail high 講習会    10/2 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

ふくしま復興支援シンポジウム「つながる・ふくしま」 10/2 郡山市民文化センター（福島・郡山市） 

 ９月-10月の主な活動ご報告  

松村昭雄氏・村田光平氏会談 9/28 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

院内集会予告ポスティング 10/4 衆参議院議員会館（東京・千代田区） 

川内村帰還事業支援実施本部会議 10/5 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

財政拡大ｐｊ会議 10/5 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

第55回ＳＶＣＦ連絡会 10/5 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 

山田理事長全国行脚：仙台集会 10/6 みやぎの(宮城・仙台市) 

山田理事長全国行脚：盛岡集会 10/6 パシフィックホテル盛岡(青森・盛岡市) 

山田理事長全国行脚：郡山集会 10/7 川内村仮設住宅集会所(福島・郡山市) 

山田理事長全国行脚：室蘭集会 10/8 室蘭市市民会館(北海道・室蘭市) 

時事通信取材対応 10/10 ＳＶＣＦ事務所(東京・北区) 



川内村 

２０１２.10.11. 

復興･支援 
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 川内村との「覚書」 

１ 

住民帰還に係る支援活動について 
9月14日付覚書を締結しました。 

<覚書の要旨> 

 １.支援業務  
 ・家屋内の清掃・整理 
 ・モニタリング 
 ・除染（方法を協議の上） 
   ・その他帰還住民の希望事項 

 ２.申し合わせ事項  
 ・無償ボランティア活動 
 ・申込受付窓口は住民課 
 ・住民同意に基づくこと 
 ・個人情報保護厳守  
 ・トラブルなど の報告義務 

 ３.支援業務期間 
   ・平成26年3月31日まで  

今後は､隣接の福島原発事故被災自治体へ 
同様な覚書を結ぶべく折衝していきます。 



｢避難指示解除準備区域｣｢居住制限区域｣国直轄川内村除染対象地域 

２ 



放射線測定作業  

３ 

測定値 茅葺き屋根民家 五枚沢地区民家 

仮置き場（鍋倉地区） 
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１ 

福島原発行動隊 



 請願署名の内容  

２ 

日本国政府 内閣総理大臣 殿 
                 参議院 議長   殿 
         衆議院 議長   殿 

＜請願内容＞ 

１．福島第一原子力発電所の事故収束作

業を、東京電力株式会社から切り離し、廃

炉を目指した国家プロジェクトを発足させる

法制化を求めます。  

２．現在、東京電力株式会社が採用してい

る多重下請けを排し、事故収束から廃炉に

至る作業管理および作業従事者の被ばく

管理を一元化したマネジメント体制の確立

を求めます。 

     公益社団法人 福島原発行動隊 



 国内における請願署名活動の展開  

３ 

●請願署名の目的 

福島第一原発の事故収束作業に 
参加できる気運＆環境を作ること。 

●請願署名の活動期間 

2012年10月20日～12月15日 
●請願署名の提出予定 

2013年1月初旬 

●請願署名の対象 

全国の行動隊員&賛助会員 
全国民 
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2012年 
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 今月の報告テーマ 「使用済み核燃料の状況と取り出し」 

１ 
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 １．使用済燃料プールからの燃料取り出しの概要 

２ 



 ２．使用済み燃料集合体 

３ 

☆燃料集合体1体のウラン重量 約170kg 

☆消耗した燃料の量 5％（約8.5kg）   
  （発生する熱量約2億KWH）  

 ウラン      235：  4％⇒  1％ =‐3％ 

 ウラン      238：96％⇒  93％ =‐3％   

 プルトニウム239：   0％⇒ 1％ =＋1％ 

☆高レベル放射性廃棄物 5％(約8.5kg)蓄積 

燃料集合体 ： １体重量約240kg 



２．使用済み燃料集合体 

使用済み燃料の崩壊熱の減衰 

燃焼度 約50MWd/kgU 
の燃料の3年後の崩壊熱  

 ☆未使用燃料集合体  1体の放射能量 2.57Ｘ１０９  Ｂｑ 

 ☆使用済燃料集合体     同上     8.3 Ｘ１０１５Ｂｑ 

 ☆使用済燃料は未使用燃料に対し約 3百万倍の放射能を持つ 

 ☆使用済燃料集合体1体は3年後でも約 500W 程度発熱する 

４ 



 ３．使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋オペフロの状況 

５ 

使用済燃料プール  原子炉建屋オペフロフロ 

1号機   プール内調査未着手 
 爆発損傷 カバー取り付け  
 8月上旬バルーン調査実施 

2号機   プール内調査未着手 
 ロボットによりオペフロ調査実施  
 （目視確認、線量、温室度調査） 

3号機   ガレキ調査（4月に予備調査） 
 爆発損傷 9月10日からガレキ撤去  
 構台設置作業中 

4号機  
 ガレキ調査 実施  
 未使用燃料集合体2体取出し済 

 爆発損傷  ガレキ撤去完了   
 カバー、クレーン設置作業中 

４
号 
工
程 

３ 
号 
工
程 



 使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋の位置関係 

燃料プールサイズ（1号機） 
 深さ：約１２ｍ 
 上部開口部：約１２ｍＸ８ｍ 
 保有水量：約１１００トン 

輸送容器ピット 

４号機使用済み 
燃料プール平面 

原子炉建屋 
オペフロ平面 

原子炉建屋 
縦断面 

６ 

 ３．使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋オペフロの状況 



燃料集合体貯蔵ラック 原子炉建屋オペフロ平面（建設中） 

輸送容器 
ピット 

使用済み 
燃料プール 

原子炉 
ウェル 

天井 
クレーン 

７ 

 ３．使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋オペフロの状況 



４号機原子炉建屋オペフロ（7/18) 

３号機原子炉オペフロ燃料プール上部   
（9/13） 

８ 

 ３．使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋オペフロの状況 

３号機燃料 
プール内 
調査 



９ 

 ３．使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋オペフロの状況 

３号機燃料 
プール内 
状況（9/13) 



 ４号機燃料取出用カバー設置工事 

☆燃料取出用カバーを、燃料取扱設備の支持、燃料取出作業環境の整備及び 
 燃料取出作業に伴い発生する放射性物質の飛散・拡散抑制を目的に設置。 

☆工事は平成２４年４月１７日着手。 

10 

 ３．使用済み燃料貯蔵プールと原子炉建屋オペフロの状況 

雨水浸入対策 

燃料取出用カバー 
原子炉建屋 

燃料用カバーの完成イメージ 
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４．使用済燃料貯蔵 共用プールの状況 

※崩壊熱は3月11日の時点で1.13ＭＷ 
  (使用済燃料6375体) 

※津波で全交流電源を喪失しプールの冷却機能 
  (空冷)及び補給水機能を喪失 

※その後､プールの水温は上昇を続けたが､外部電源  
   が復旧し仮設電源設備を経由で受電した(3月24日) 
 が､プール水温の上昇は最大73℃に達した 

※以降､30～40℃程度の温度で安定した状態を維持 

※共用プール内使用済み燃料の破損の可能性は低い 

<共用プールの現状> 

※共用プール容積 約4,000m３ 

※天井クレーン：2月に復旧 

※燃料取扱い設備：点検中 

※非常用電源設備：5,6号機 
   非常用D/G出充電可能 
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５．乾式キャスク仮保管設備 

燃料集合体
収容数52体 

乾式キャスク(乾式貯蔵キャスクは自然対流により空冷される) 

使用済燃料貯蔵 共用プール 

使用済燃料鑑識容器仮置場 
(グランド内東側) 



キャスク保管設備工程 

コンクリートモジュール組立 

乾式キャスク搬入 

13 

５．乾式キャスク仮保管設備 
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６．使用済燃料輸送容器 運搬車両 

輸送容器 重量70～120トン 

        全長 約6.4ｍ 
       外経 約2.3～2.6ｍ 
       燃料集合体収容数12～38体 
輸送車両 全長約12m､全幅約3.2m､全高1.8m 
       車両重量  約33.7トン 
       最大積載量 約135トン 

※使用済燃料は､発電所の貯蔵プール 
 で一定期間冷却し､崩壊熱を減らし 
 てから輸送する 

※輸送容器は､放射性物質を閉じ込め､ 
 放射線を遮へいし､崩壊熱を除去し､ 
 臨界を防止する能力を備えている 

※オペフロから落下させても､中の燃 
 料集合体を破損させないための緩 
 衝体を備えている 

ＮＦＴ型 
輸送容器 
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７．取り出し後の燃料の取り扱いに向けた研究開発 

１）取り出し後の燃料の取り扱いに向けた研究開発 

   第２期中期の完了目標 

 ・海水注入､コンクリートの混入などによる塩化物イオンや高ｐＨの環境に晒され､一部は   

  瓦礫落下により破損している可能性がある 

 ・長期にわたって保管する場合､塩化物イオン等の付着物や燃料ペレットからのＦＰ等の 

  環境への溶出および材料の照射硬化などの要因が重畳し､燃料集合体､共用プール機器等 

  の劣化を加速する可能性も考えられる 

 ・将来の再移送時の取り扱い時健全性を確保するため､実機の燃料を用いた調査／試験結果 

  を基に長期健全性を評価し､必要に応じて対策案を検討する。 

 

２）使用済燃料プールから取り出した損傷燃料等の処理方法の検討 

   第２期中期の完了目標 

 ・原子炉建屋プールの燃料には上記のように破損・損傷している可能性がある。 

 ・これらの燃料の再処理における技術的課題の調査・検討を行うとともに､再処理が可能か 

  否かを判断するための指標を整備しておく。 
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８．中長期ロードマップの主要スケジュール（燃料取り出し計画抜粋） 
  

使用済燃料取り出し 
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９．まとめ 

☆４号機：ステップ２完了後２年以内（2013年中）に取り出し開始 

☆３号機：2014年末を目標に取り出し開始 

☆１号機：３､４号機での知見・実績を把握するとともに､ガレキ等の調査を具体的 
       な計画を検討､立案し､第２期（中）の開始を目指す 

☆２号機：建屋内除染､遮蔽の実施状況を踏まえて設備の調査を行い､踏まえて 
       具体的な計画を検討､立案の上､第２期（中）の開始を目指す 

☆第２期（後）には、全号機の燃料取り出しを終了 

☆取り出した使用済燃料の再処理・保管方法について、第２期（後）に決定 
 

◎行動隊としての参加でき得るケース：高線量区域の建屋内除染 
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